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技術の特徴
★カロテノイドの機能を効率よく安全に利用するためには，吸収性や体内動態の解明が必要。
★キサントフィルの酸化的代謝経路を見いだした。β－末端基を酸化しε-末端基へ変換。
★酸化的代謝がキサントフィルの体内蓄積量を減少させる可能性を示唆。

研究の内容
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ヒト血漿キサントフィルのHPLC分析

今後の展開
★キサントフィル代謝産物の生物活性（抗炎症，脂質代謝改善作用）の解明
★キサントフィル代謝に関わる酵素・遺伝子の解析
★キサントフィル蓄積の個体差の解析
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各被験者のキサントフィルの代謝活性
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